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仕様書 

Ⅰ 委託業務の概要 

１ 業務名 

駒岡清掃工場ストーカ用油圧シリンダー整備業務 

２ 業務内容（概要） 

駒岡清掃工場内のストーカ等駆動用油圧シリンダーをストーカから取り外し、分

解点検整備し、組み付け等を行う。 

油圧シリンダーが年間を通じ円滑に稼動し、その機能を保持することを目的とす

る。 

３ 業務内容（詳細） 

別紙整備内容書参照 

４ 業務履行場所 

札幌市駒岡清掃工場（札幌市南区真駒内 602 番地） 

５ 業務履行期間 

契約締結の日から令和３年６月 30 日（水）まで 

Ⅱ 一般事項 

 １ 提出図書 

(1) 業務着手届（１部） 

(2）業務責任者指定通知書（１部） 

(3) 業務日程表（１部） 

(4) 業務報告書（１部） 

    整備ごとに整理し、一括提出すること。 

 整備及び検査等に使用する測定機器等については、検査成績書及び校正履歴 

などの管理記録を併せて提出すること。 

※業務報告書については、どの部品を交換したかなど詳細に記すこととし、施設

担当者の了承を得たものとする。 

(5) 業務記録写真（１部） 

  業務記録写真は、整備ごとの整備前、整備中、整備後を撮影して１部提出する

こと。 



（6）業務完了届（１部） 

  提出する書類等の様式は、事前に施設管理担当者と協議のうえ、承諾を受けるこ

と。 

 ２ 適用法令 

   廃棄物の処理及び清掃に関する法律、電気事業法、労働安全衛生法などの関係法

令に基づいて業務を行うこと。 

 ３ 焼却炉停止予定期間（各焼却炉の油圧シリンダー整備期間） 

  受託者は、以下の各焼却炉停止期間中に、各焼却炉の油圧シリンダー整備などを

行う。なお、焼却炉停止期間は、発注者の都合により変更する場合がある。 

(1) １・２号炉中間整備期間（予定）：令和３年５月６日～令和３年５月 30 日  

※各焼却炉の停止期間終了日１週間前までに、受託者が整備済み油圧シリンダー

の取り付けを完了する。 

※本業務の詳細な実施日時は、施設管理担当者と協議のうえ、決定する。 

 ４ 安全衛生管理 

   業務責任者は、業務担当者の労働安全衛生に関する安全教育に努め、関係法令に

従い作業環境を良好な状態に保つことに留意し、特に換気、騒音防止、照明の確保

等に心掛けること。 

 ５ 火気の取扱 

   火気を使用する場合は、あらかじめ施設管理担当者の承諾を得るものとし、その

取扱いに際しては十分注意すること。 

 ６ 復旧 

   他の設備及び既存物件の損傷、汚染防止に努め万一損傷又は汚染が生じた場合は、

速やかに施設管理担当者へ報告するとともに、受託者の責任において現状復旧する

こと。 

Ⅲ 特記事項         

1 ダイオキシン類ばく露対策        

  整備にあたっては、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン類暴露対策要

綱」（平成 26 年 1 月 10 日付基発 0110 第１号）に基づき作業を実施することとし、

保護具は以下の管理区域別に、施設管理担当者の承諾を得て措置すること。 



 （管理区域） 

場所名 管理区域 保護具レベル 備 考 

炉室内 レベル１ ＲＬ３   

２ 環境負荷の低減 

(1) 本業務の履行においては、委託者である札幌市の環境マネジメントシステ ム

に準じ、環境負荷の低減に努めること。  

(2) 電気、水道、油等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

(3) 施設内清掃作業にあたっては、環境に配慮した資機材及び装備等を使用し、極

力節約に努めること。  

(4) 自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイ

ドリングストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。  

(5) 本業務の履行において使用する物品・材料等は極力環境に配慮したものを使用

すること。  

(6) 業務に伴い排出される廃棄物は極力、減量、リサイクルすること。 

３ その他 

(1) 既存物件の損傷・汚染防止に努め、万一損傷又は汚染が生じた場合は、速やか

に施設管理担当者へ報告するとともに、受託者の責任において復旧すること。

復旧方法は、施設管理担当者の承諾を得なければならない。 

(2) 仕様書中に「支給」と明記されているもの以外は、受託者が用意する。 

(3) 本仕様書に明記のない事項については、施設管理担当者と協議する。 

(4) 受託者は契約前に十分現地を確認すること。図面と現況が異なる場合は、現況

を優先する。 

(5)  ＣＯＶＩＤ-19 対策 

ア 業務中は、アルコール消毒液の設置やマス 

ク着用、手洗い・うがいなど、感染予防の対応を徹底するとともに、朝・夕の検温

など作業従事者等の健康管理に留意すること。 

イ コロナウイルス感染症の感染者(感染の疑いのある者を含む)及び濃厚接触者 

があることが判明した場合は、速やかに発注者に報告するなど、連絡体制の構築

を図ること。 



ウ 業務の履行に当たっては、極力「三つの密（密閉・密集・密接）」の回避を図

ること。現場における朝礼・点呼、各種打合せ、着替えや食事休憩、密室・密閉

空間における作業においては、他の作業員と一定の距離を保つ配慮をすること。 


